
演習問題-_-
(1） Xnが X なら.ある部分なり (Xna間が存在して、

Xm

!

x

にできることを示せ.

( e t : BeretCante l l ,の補題：け9）

に） (Xn)が確率収束の意味でコーシー列 （コーン-inprob.）！"が別に然
晶した. s c r a m

玔|
( a ) Xvや X なら (Xn)はコーシー列 i n prob.であることを示せ.

（h) (Xu)n がコーシー i n prob.のとき、ある にし . X が存在し.

X r 「ーっX となることを以下の手順で示せ：

（i) ある部分列（り）

☺

が存在して.

P(Mn....、一Xnj1>2りくごう
とできることを示せ.

( i i ) Xnjは a s . で収束することを示せ （ただBorelCastelli)
その収束先をX とおく. （メは可測）

( i i i ) x や x を 示 せ .

（3）「(Xn).が一木新積分 や t.si/xn.aNn1dP→0」
とする.

(Xn)が一様可積分 なら . s y E l lXnI ] く か となることを示せ.

(4） Xuは単調増大ないで. で Xnや X とする.

2のとき . X r t X でもあることを示せ.
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(ち） Xn が X や 任意の部分列(Xna)たがさらなる部分列
(Xn、淝を持ち、 Xng

!

X

である、
このことを示せ、

(6） X nが X ,たがY のとき、

( a ) Xn tYn -？ ×+Y を示せ .

(h) X i n - ？ X Y を示せ （15）を用いて良
い）

（7） (Xn)、： i . i .dz・ E [ X n ] =M , Var( X n ] = 6 2 （ともに有限）のとき.
n

I i

#

f
E （が一のT - ？ 6 2

となることを示せ.

（8） 以下を示せ：
(a) Xn

#

w
= ） T n （=ら訓：）"'-） o

(b) X . " → ⇒ T -で，0
( P21）

(C) Xu I s 。 = ） の か。 とは限らないこと一一を反例を
挙げて示せ.

(d ) T . t o ⇒ f か。
(9） S c Rdをコンパクト集合とする.
（参考

S上のガウス過程 G u (UES) とは 任意の有限個の問題）
la..... UeI C S に対し . (Ga.....Gu)が多変量正規分布
に従うこととする.
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ある2つの S上のGauss過 程 Gu,Ginが

( i ) E [ G u ] = E lG iに o ( t u E S )
H ) E l (GwGo )2 ] E E [ ( G G Gが） (Eaves)

をみたし . Gu,G公がともにG .S . で Uについて有界かつ連続であると
する、 このとき.

E l 怤？GuJ E E l ?品G i ]
となることが知られている. (Stepanの不等式）

今 Sd"を Rd上の単位球面 （

❤

た111州=11KEN}）とする.

His)にはd.IEj d を 何 が i id.で N 10.1）に従うランダム

行列とする.

ある UES"，UGH" に対し、

G ( u . i s F A U

とする。 一方で. 9，9'を独立な pd-値 r.ir.とし、 9~NG.H.IN/o.D
（多変量正規分布）

とする.

G ' ( u n : = が9+でg '
としたとき.

Eh!な品t . s e Gun) E E は品s a d 砿川
を示せ。 また、

E 1 11A l l ] E 2 T
t

operator. norm
NAH に品， UTAu

N Gsd-1

を示せ .
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（10） 19）の設定で. Gaussian集中不等式より
（参考

問題） P （11A l l E 2 T t t ) E E pにも） ( t >o )

を示せ . （ランダム行列の作用素ノルム）
- _ -

(リ） X:を i i .d..非負のいいとする.

H i m a x X : とする.
i t . . .M

( a ) p(Mn>x ) E n P (X,>川 （な川 を示せ

（b) 竽や。 ← → n P(X,>n ) → o ( n→

❤

）

を示せ .
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